
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 はってん 名前

天体の計算 月 日

1 月の位置と時こく 発展

次の問いに答えなさい。時こくは24時間の言い方(午後9時は21時)で答えなさい。

(1) 表は、月の形と、月が南中する時こくです。

月の形 新月 上げんの月 満月 下げんの月

南中する時こく 12時ごろ 18時ごろ 0時ごろ 6時ごろ

月は、南中の位置から、1時間に15度ずつ西へ動いて見えます。上げんの月が南中の位置

から45度西へ動くのは、何時ですか。(ただし、その日の南中時こくは18時ちょうどとし

ます。)　答え 時

2 経度と日にちをそろえて比べる 発展

次の問いに答えなさい。時こくは24時間の言い方(午後9時は21時)で答えなさい。
時こくはすべて日本の時こく(東経135度の時こく)で表します。同じ星が同じ位置に見える時こくは、
1日に約4分ずつ早くなります(1日に約1度ずつ西へずれるため)。同じ星が南中する時こくは、経度が
1度東へいくごとに4分早くなります。

(1) 東経135度の地点Aで、ある星Xが1月5日の22時20分に南中しました。表のア〜エは、

ある星を観察した地点・日にち(Aで観察した日の何日後か)と、その星が南中した時こく

です。星Xを観察したものを、すべて選び、記号で答えなさい。

観察 ア イ ウ エ

経度(東経) 125度 145度 140度 145度

観察した日 20日後 10日後 5日後 20日後

南中した時こく 21:40 21:00 22:00 20:20

答え

できた / 2問
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